
花島公園 野鳥の四季 

 

冬 

花は無い、蝶もトンボもいない冬は自然観察の暗黒期間とお思い方が多いでしょうが、野鳥観察にはベストシー

ズンです。落葉すれば林内の見通しが良くなるので樹間を飛び交う小鳥の姿が見やすくなる上、越冬の為に渡っ

て来る冬鳥の種類が多いので、一回の観察会で見られる種類は 20～30 種になり、夏場の倍増になります。 

スズメやカワラヒワは通年見られますが、冬には何十羽もの群れが芝生で餌を拾っている場面に出会います。 

この中には大地が雪に覆われて餌が取れない東北や新潟などから避難してきたものも混じっているでしょう。 

近年、花見川では冬になるとオオバン 20 羽以上が見られます。人の気配が無ければ土手の斜面にまで上がって

来て陸上の草を啄んでいます。かつての珍鳥が今では川べりの優占種となった理由は定かではありません。 

逆にカモ類は減少し、かつては見本市のように多種類が混在していた時代が信じられないでしょう。 

2026 年の時点では園内の池にカルガモとコガモがいる程度で他の鴨は稀です。 

冬は氷と雪の季節でもあります。池が凍ると氷の上によちよち歩きの鴨を見ることがあります。時にはスリップ

して尻もちを搗くことがあり笑ってしまいます。 

雪の気配があると野鳥の行動も常とは違うように見えます。雪が積もる前に食い溜めしようとしているのか、 

夢中で餌を啄んでいた事がありました。又、積雪後は露出した地面が限られるのでそこに集中する事があります。 

何はともあれ帽子に手袋、首にはフラーの完全防寒スタイルで外へ出て冬の野鳥観察を楽しみましょう。 

 

  

カワラヒワ 冬には大群に オオバン 陸上で草を食べる 

  

コガモ 滑って尻もち キジバト 雪中では餌探しに苦労 

 


